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なぜ、
料金改定が必要か？

 恒久水源を確保するため
　石狩市の水道は、旧石狩市域が深層地下水を、厚田区・
浜益区は河川水を水源としています。旧石狩市域では河
川の水利権が取得できないなどの理由から、これまで地
下水に頼り、不足分を札幌市からの供給で対応してきまし
た。この札幌市から購入する分は、地下水から作る分より
単価が高いため、できる限りその使用量を抑制するべく、
地下水を有効活用しています。
　しかし、地下水のくみ上げには地盤沈下や塩水化、地下
水汚染の危険が潜在しています。この問題は、過去の大
規模な団地造成によって人口が増大し、くみ上げ量が激
増することで、なお一層懸念されるようになりました。
　そのため、市では平成4年度より北海道、札幌市、小樽
市、当別町と石狩西部広域水道企業団を設立。平成25年
4月には当別ダムを水源とした企業団用水を受水する予
定です。

 老朽化した施設を更新するため
　水道施設は、各家庭に水道水を送り続けるため24時間
休むことなく稼働します。そのため、年数の経過とともに
傷みも激しくなります。中でも、昭和50年代前半までに整
備した施設は老朽化が進み、最近では配水管の漏水事故
が花畔地区や厚田地区などで発生しています。このよう

なことから、市では安定した水道サービスを維持するた
め、計画的に施設更新を実施する予定です。

 水道施設の耐震化を進めるため
　近年相次いで発生した大地震では、多数の世帯が断水
し、給水再開までに数週間を要しています。あらためて、水
道は市民生活に欠かせないライフラインとして、災害時で
も給水を維持できるような施設や管路の耐震化が必要で
す。市では、平成10年以降に新設した配水場などの重要
施設は耐震施設として建設し、基幹管路は耐震管を敷設
してきました。今後も重要施設については早期に耐震化
を進め、その他の施設や管路は更新時に耐震化を行うこ
とで、災害に強い水道を目指します。

　新たな水源確保と老朽化施設の更新によって、水の安
定供給に対する技術的な問題は解消されます。
　しかし、一方では多額の費用もかかります。市はこれま
でも事業の効率化などさまざまな工夫を行ってきました
が、水道の経営はさらに厳しくなることが予想され、水道
事業の運営が危ぶまれている状況です。サービスの維持
には、技術的な問題とともに経営の改善も必要です。

次回は〈水道の経営状況〉についてお伝えします。

～安定したサービス維持のために

生活に欠かすことのできない水。この水を将来にわたり安心して使うために必要なことは何か。
今回は水道料金改定につながる３つの要因についてお伝えします。

▲漏水事故が起こると、復旧には断水する場合も多く、
　市民の皆さんにご不便をおかけすることに…
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問合せ■水道室工務課　172-3135

漏水件数と断水時間




